
広
島
県
告
示
第
九
百
六
十
八
号 

 
地
方
自
治
法
施
行
令
䥹
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
䣎
以
下
䣓
施
行
令
䣔
と
い
う
䣎
䥺
第
百
六
十
七
条

の
五
第
一
項
及
び
第
百
六
十
七
条
の
十
一
第
二
項
の
規
定
に
よ
䣬
て
䣍
令
和
九
年
度
及
び
令
和
十
年
度
に
お

い
て
䣍
県
が
発
注
す
る
測
量
䣍
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
䥹
公
共
工
事
の
前
払
金
保
証
事
業
に
関
す
る
法
律
䥹

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
四
号
䥺
第
十
九
条
第
三
号
に
規
定
す
る
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
い
う
䣎
以

下
同
じ
䣎
䥺
等
業
務
の
一
般
競
争
入
札
又
は
指
名
競
争
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
䥹
以
下
䣓
入
札

参
加
資
格
䣔
と
い
う
䣎
䥺
及
び
そ
の
資
格
審
査
に
係
る
申
請
手
続
等
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
定
め
た
䣎 

 
 

令
和
八
年
九
月
二
十
八
日 

広
島
県
知
事 

横 
 

田 
 

美 
 

香 

一 

入
札
参
加
資
格 

 
 

別
表
第
一
上
欄
の
希
望
業
務
の
分
野
ご
と
に
䣍
同
表
下
欄
の
希
望
業
務
の
部
門
に
つ
い
て
䣍
次
に
掲
げ

る
事
項
を
総
合
的
に
審
査
す
る
䣎 

 

１ 

客
観
的
審
査
事
項 

 
 

㈠ 

年
間
平
均
実
績
高 

 
 

㈡ 

自
己
資
本
額 

 
 

㈢ 

有
資
格
者
数 

 
 

㈣ 

営
業
年
数 

 

２ 

主
観
的
審
査
事
項 

㈠ 

県
が
発
注
し
た
測
量
䣍
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
業
務
の
業
務
成
績 

㈡ 

県
の
指
名
除
外
の
状
況 

 
 

㈢ 

県
発
注
測
量
䣍
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
業
務
に
お
け
る
再
受
託
の
制
限
の
状
況 

 
 

㈣ 

県
発
注
測
量
䣍
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
業
務
に
お
け
る
暴
力
団
排
除
の
た
め
の
契
約
制
限
の
状

況 

 
 

㈤ 

Ｉ
Ｓ
Ｏ
九
〇
〇
一
の
認
証
取
得
の
有
無 

 
 

㈥ 

測
量
系
Ｃ
Ｐ
Ｄ
協
議
会
の
測
量
Ｃ
Ｐ
Ｄ
制
度
に
お
け
る
所
属
技
術
者
の
学
習
単
位
数 

 
 

㈦ 

建
築
Ｃ
Ｐ
Ｄ
運
営
会
議
の
建
築
Ｃ
Ｐ
Ｄ
䥹
継
続
能
力
／
職
能
開
発
䥺
情
報
提
供
制
度
に
お
け
る
所

属
技
術
者
の
認
定
時
間
数 

 
 

㈧ 

建
設
系
Ｃ
Ｐ
Ｄ
協
議
会
加
盟
団
体
の
継
続
教
育
制
度
䥹
Ｃ
Ｐ
Ｄ
䥺
に
お
け
る
所
属
技
術
者
の
学
習

単
位
数 

 
 

㈨ 

障
害
者
雇
用
の
状
況 

 
 

㈩ 

広
島
県
ア
ダ
プ
ト
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
ア
ダ
プ
ト
活
動
団
体
と
し
て
の
認
定
䥹
マ
イ
ロ
䤀
ド
・
ラ

ブ
リ
バ
䤀
認
定
団
体
で
あ
る
こ
と
䣎
䥺
の
有
無 

 
 

 

広
島
県
仕
事
と
家
庭
の
両
立
支
援
企
業
登
録
制
度
に
お
け
る
登
録
の
有
無 

 
 

 

県
内
市
町
の
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度
に
お
け
る
認
定
の
有
無 

 
 

 

広
島
保
護
観
察
所
へ
の
協
力
雇
用
主
と
し
て
の
登
録
又
は
暴
力
団
離
脱
者
社
会
復
帰
支
援
事
業
協

力
事
業
所
登
録
の
有
無 



 

県
に
よ
る
優
良
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
の
表
彰
の
状
況 

二 
入
札
参
加
資
格
の
審
査
に
係
る
申
請
手
続 

 

１ 
申
請
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
者 

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
䣍
入
札
参
加
資
格
の
審
査
に
係
る
申
請
を
行
う
こ
と
が
で

き
な
い
䣎 

 
 

㈠ 

施
行
令
第
百
六
十
七
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
該
当
す
る
者 

㈡ 

測
量
分
野
に
属
す
る
部
門
䣍
建
築
一
般
部
門
又
は
不
動
産
鑑
定
部
門
に
係
る
入
札
参
加
資
格
の
審

査
に
係
る
申
請
に
あ
䣬
て
は
䣍
そ
れ
ぞ
れ
測
量
法
䥹
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
䥺
第
五
十

五
条
䣍
建
築
士
法
䥹
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
号
䥺
第
二
十
三
条
又
は
不
動
産
の
鑑
定
評
価
に

関
す
る
法
律
䥹
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
五
十
二
号
䥺
第
二
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
登
録
を
受
け
て

い
な
い
者 

 
 

㈢ 

直
近
二
年
間
に
お
い
て
䣍
入
札
参
加
資
格
の
審
査
を
申
請
す
る
業
務
部
門
の
属
す
る
業
務
分
野
に

つ
い
て
䣍
業
務
を
行
䣬
た
実
績
が
な
い
者 

 
 

㈣ 

入
札
参
加
資
格
の
審
査
に
係
る
申
請
を
行
う
と
き
に
広
島
県
税
の
滞
納
が
あ
る
者 

 
 

㈤ 

入
札
参
加
資
格
の
審
査
に
係
る
申
請
に
お
い
て
䣍
重
要
な
事
項
に
つ
い
て
虚
偽
の
申
告
を
し
䣍
又 

は
重
要
な
事
実
の
申
告
を
行
わ
な
か
䣬
た
者
䣎
た
だ
し
䣍
過
去
に
虚
偽
の
申
請
を
行
い
䣍
広
島
県
の 

入
札
参
加
資
格
の
取
消
し
を
さ
れ
た
者
で
䣍
資
格
審
査
の
申
請
日
に
お
い
て
当
該
取
消
し
の
日
か
ら 

二
十
四
か
月
を
経
過
し
て
い
る
者
を
除
く
䣎 

 
 

㈥ 

次
の
⑴
か
ら
⑶
ま
で
に
掲
げ
る
届
出
の
義
務
を
履
行
し
て
い
な
い
者 

⑴ 

雇
用
保
険
法
䥹
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
百
十
六
号
䥺
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
義
務 

⑵ 

健
康
保
険
法
䥹
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
䥺
第
四
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
義
務 

⑶ 

厚
生
年
金
保
険
法
䥹
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
五
号
䥺
第
二
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
の

義
務 

 

２ 

申
請
手
続 

 
 
 

入
札
参
加
資
格
の
審
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
䣍
電
子
申
請
䥹
県
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
䥹

入
出
力
装
置
を
含
む
䣎
以
下
同
じ
䣎
䥺
と
申
請
を
行
う
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
を
電
気
通
信

回
線
で
接
続
し
た
電
子
情
報
処
理
組
織
䥹
以
下
䣓
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
䣔
と
い
う
䣎
䥺
を
使
用
し
て
申

請
を
行
う
こ
と
を
い
う
䣎
以
下
同
じ
䣎
䥺
を
行
う
も
の
と
す
る
䣎 

 
 

㈠ 

申
請
方
法 

電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
で
定
め
る
様
式
に
よ
䣬
て
作
成
し
た
電
磁
的
記
録
を
県
の
使
用
に
係
る
電
子

計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
䣴
イ
ル
に
記
録
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
申
請
を
行
う
も
の
と
す
る
䣎 

な
お
䣍
別
表
第
二
各
項
の
添
付
書
類
は
䣍
別
に
建
設
産
業
課
に
持
参
䣍
郵
便
又
は
民
間
事
業
者
に

よ
る
信
書
の
送
達
に
関
す
る
法
律
䥹
平
成
十
四
年
法
律
第
九
十
九
号
䥺
第
二
条
第
六
項
に
規
定
す
る

一
般
信
書
便
事
業
者
若
し
く
は
同
条
第
九
項
に
規
定
す
る
特
定
信
書
便
事
業
者
に
よ
る
同
条
第
二
項

に
規
定
す
る
信
書
便
䥹
以
下
䣓
信
書
便
䣔
と
い
う
䣎
䥺
に
よ
り
提
出
す
る
も
の
と
す
る
䣎 

 
 

㈡ 

申
請
期
間 



令
和
八
年
十
一
月
二
日
䥹
月
䥺
か
ら
令
和
八
年
十
一
月
二
十
日
䥹
金
䥺
ま
で
に
電
磁
的
記
録
を
県

の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
䣴
イ
ル
に
記
録
さ
せ
䣍
か
つ
䣍
令
和
八
年
十
一
月
二

十
七
日
䥹
金
䥺
ま
で
に
別
に
提
出
す
べ
き
添
付
書
類
を
持
参
䣍
郵
便
又
は
信
書
便
に
よ
り
建
設
産
業

課
に
到
達
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
䥹
期
日
ま
で
に
記
録
又
は
到
達
し
な
い
場
合
は
申
請
全
体
を
無

効
と
す
る
䣎
䥺
䣎 

な
お
䣍
追
加
受
付
期
間
は
䣍
別
に
告
示
す
る
䣎
た
だ
し
䣍
一
般
競
争
入
札
に
係
る
追
加
の
入
札
参

加
資
格
の
申
請
に
つ
い
て
は
䣍
知
事
が
必
要
と
認
め
る
と
き
は
随
時
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す

る
䣎 

三 

入
札
参
加
資
格
認
定
の
通
知 

 
 

入
札
参
加
資
格
の
認
定
を
し
た
と
き
は
䣍
こ
れ
を
申
請
者
に
通
知
す
る
䣎 

四 

入
札
参
加
資
格
の
取
消
し 

入
札
参
加
資
格
の
認
定
後
䣍
入
札
参
加
資
格
の
審
査
に
係
る
申
請
に
お
い
て
䣍
重
要
な
事
項
に
つ
い
て

虚
偽
の
申
告
を
し
䣍
又
は
重
要
な
事
実
の
申
告
を
行
わ
な
か
䣬
た
こ
と
が
判
明
し
た
場
合
等
は
䣍
入
札
参

加
資
格
の
取
消
し
を
行
う
䣎 

入
札
参
加
資
格
の
取
消
し
を
受
け
た
者
は
䣍
令
和
九
年
度
及
び
令
和
十
年
度
に
お
い
て
再
び
入
札
参
加

資
格
審
査
の
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
䣎
ま
た
䣍
令
和
十
一
年
度
以
降
に
つ
い
て
も
䣍
そ
の
取
消
し

の
日
か
ら
二
十
四
か
月
を
経
過
す
る
日
ま
で
は
䣍
入
札
参
加
資
格
審
査
の
申
請
を
す
る
こ
と
及
び
入
札
参

加
資
格
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
䣎 

五 

入
札
参
加
資
格
の
有
効
期
間 

こ
の
告
示
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
認
定
す
る
入
札
参
加
資
格
は
䣍
そ
の
認
定
の
日
か
ら
令
和
十
一
年

五
月
三
十
一
日
ま
で
有
効
と
す
る
䣎
た
だ
し
䣍
令
和
十
一
年
六
月
一
日
以
降
に
お
い
て
も
令
和
十
一
年
度

の
入
札
参
加
資
格
の
認
定
が
行
わ
れ
て
い
な
い
と
き
は
䣍
令
和
十
一
年
度
の
入
札
参
加
資
格
が
認
定
さ
れ

る
日
ま
で
有
効
と
す
る
䣎 

六 

そ
の
他
の
事
項 

こ
の
告
示
で
定
め
な
い
事
項
に
つ
い
て
は
䣍
必
要
に
応
じ
て
知
事
が
定
め
る
䣎 



別
表
第
一 

業

務

分

野

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

業

務

部

門

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

測
量 

測
量
一
般 

地
図
の
調
整 

航
空
測
量 

建
築
関
係
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト 

建
築
一
般 

意
匠 

構
造 

暖
冷
房 

衛
生 

電
気 

建
築
積
算 

機
械
設
備
積
算 

電
気
設
備
積
算 

調
査 

地
質
調
査 

地
質
調
査 

補
償
関
係
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト 

土
地
調
査 

土
地
評
価 

物
件 

機
械
工
作
物 

営
業
・
特
殊
補
償 

事
業
損
失 

補
償
関
連 

総
合
補
償 

土
木
関
係
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト 

河
川
・
砂
防
及
び
海
岸
・
海
洋 

港
湾
及
び
空
港 

電
力
土
木 

道
路 

鉄
道 

上
水
道
及
び
工
業
用
水
道 

下
水
道 

農
業
土
木 

森
林
土
木 

水
産
土
木 

廃
棄
物 

造
園 

都
市
計
画
及
び
地
方
計
画 

地
質 

土
質
及
び
基
礎 

鋼
構
造
及
び
コ
ン
ク
リ
䤀
ト 

ト
ン
ネ
ル 

施
工
計
画
・
施
工
設
備
及
び
積
算 



建
設
環
境 

 

機
械 

電
気
電
子 

そ
の
他 

不
動
産
鑑
定 

登
記
手
続
等 

そ
の
他 

別
表
第
二 添

付

書

類

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

様

式

番

号

 
 
 
 
 
 
 

申
請
者
の
区
分 

県
内
業
者 

上
記
以
外 

一 

測
量
業
者
登
録
証
明
書
䣍
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
現
況

報
告
書
䣍
地
質
調
査
業
者
現
況
報
告
書
䣍
補
償
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
現
況
報
告
書
䣍
建
築
士
事
務
所
登
録
証
明
書
䣍
土

地
家
屋
調
査
士
登
録
証
明
書
䣍
計
量
証
明
事
業
者
登
録
証

明
書
䣍
不
動
産
鑑
定
業
者
登
録
証
明
書
及
び
司
法
書
士
登

録
証
明
書
の
写
し 

 

○ 

○ 

二 

国
税
通
則
法
施
行
規
則
䥹
昭
和
三
十
七
年
大
蔵
省
令
第

二
十
八
号
䥺
別
紙
第
九
号
書
式
に
よ
る
納
税
証
明
書
䥹
消

費
税
及
び
地
方
消
費
税
に
係
る
も
の
䥺
又
は
そ
の
写
し 

 

○ 

○ 

三 

法
人…

直
前
一
年
の
事
業
年
度
に
つ
い
て
の
䣍
貸
借
対

照
表
䣍
損
益
計
算
書
䣍
株
主
資
本
等
変
動
計
算
書
及
び
注

記
表 

 
 

個
人…

直
前
一
年
の
事
業
年
度
に
つ
い
て
の
䣍
貸
借
対

照
表
及
び
損
益
計
算
書 

 

○ 

○ 

四 

法
人…

登
記
事
項
証
明
書
䥹
商
業
登
記
簿
謄
本
䥺
の
写

し 
 

○ 

○ 

五 

健
康
保
険
䣍
厚
生
年
金
保
険
䣍
雇
用
保
険
䥹
以
下
䣓
社

会
保
険
等
䣔
と
い
う
䣎
䥺
の
加
入
状
況
を
確
認
で
き
る
書

類
の
写
し
䥹
社
会
保
険
等
に
加
入
義
務
が
な
い
場
合
又
は

適
法
に
他
の
保
険
に
加
入
し
て
い
る
場
合
を
除
く
䥺 

 

○ 
○ 

六 

申
出
書 

別
記
様
式
第
一

号 

○ 

○ 

七 

Ｉ
Ｓ
Ｏ
九
〇
〇
一
の
認
証
に
係
る
登
録
証
の
写
し 

 

○ 

○ 

八 

Ｃ
Ｐ
Ｄ
内
訳
書 

別
記
様
式
第
二

号 

○ 

○ 

九 

測
量
系
Ｃ
Ｐ
Ｄ
協
議
会
の
測
量
Ｃ
Ｐ
Ｄ
制
度
に
お
け
る

所
属
技
術
者
の
前
年
度
及
び
前
々
年
度
の
学
習
単
位
数
に

つ
い
て
測
量
系
Ｃ
Ｐ
Ｄ
協
議
会
が
証
す
る
書
面
の
写
し 

 

○ 

○ 

一
〇 

建
築
Ｃ
Ｐ
Ｄ
運
営
会
議
の
建
築
Ｃ
Ｐ
Ｄ
䥹
継
続
能
力

／
職
能
開
発
䥺
情
報
提
供
制
度
に
お
け
る
所
属
技
術
者
の

前
年
度
及
び
前
々
年
度
の
認
定
時
間
数
に
つ
い
て
建
築
Ｃ

Ｐ
Ｄ
運
営
会
議
が
証
す
る
書
面
の
写
し 

 

○ 

○ 

一
一 

建
設
系
Ｃ
Ｐ
Ｄ
協
議
会
加
盟
団
体
の
継
続
教
育
制
度

䥹
Ｃ
Ｐ
Ｄ
䥺
に
お
け
る
所
属
技
術
者
の
前
年
度
及
び
前
々

年
度
の
学
習
単
位
数
に
つ
い
て
当
該
団
体
が
証
す
る
書
面

の
写
し 

 

○ 

○ 



一
二 

障
害
者
雇
用
状
況
報
告
書
の
写
し
䥹
障
害
者
雇
用
義

務
の
あ
る
者
䥺
又
は
障
害
者
の
雇
用
状
況
を
確
認
で
き
る

書
類
䥹
障
害
者
手
帳
等
䥺
の
写
し
䥹
障
害
者
雇
用
義
務
の

な
い
者
䥺 

 

○ 
 

一
三 

県
内
市
町
の
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度
に
お
け

る
認
定
を
証
す
る
書
面
の
写
し 

 

○ 
 

一
四 

広
島
保
護
観
察
所
へ
の
協
力
雇
用
主
と
し
て
の
登
録

を
証
す
る
書
面
の
写
し 

 

○ 
 

一
五 

暴
力
団
離
脱
者
社
会
復
帰
支
援
事
業
協
力
事
業
所
登

録
を
証
す
る
書
面
の
写
し 

 

○ 
 

 

注
１ 

添
付
書
類
に
つ
い
て
は
䣍
入
札
参
加
資
格
の
審
査
に
係
る
申
請
を
行
う
日
を
基
準
日
と
し
て
作
成

す
る
こ
と
䣎
○
印
は
提
出
を
必
要
と
す
る
も
の
を
示
す
䣎
た
だ
し
䣍
第
六
項
に
定
め
る
書
類
に
つ
い

て
は
社
会
保
険
等
に
加
入
義
務
が
な
い
者
又
は
適
法
に
他
の
保
険
に
加
入
し
て
い
る
者
が
䣍
第
七
項

に
定
め
る
書
類
に
つ
い
て
は
県
内
の
営
業
所
が
認
証
を
取
得
し
た
者
の
み
が
䣍
第
八
項
か
ら
第
十
一

項
ま
で
に
定
め
る
書
類
に
つ
い
て
は
学
習
単
位
を
取
得
し
た
技
術
者
又
は
学
習
時
間
を
認
定
さ
れ
た

技
術
者
を
県
内
の
営
業
所
に
有
す
る
者
の
み
が
䣍
第
十
二
項
に
定
め
る
書
類
に
つ
い
て
は
注
５
に
該

当
す
る
者
の
み
が
䣍
第
十
三
項
か
ら
第
十
五
項
ま
で
に
定
め
る
書
類
に
つ
い
て
は
認
定
又
は
登
録
を

受
け
た
県
内
業
者
の
み
が
䣍
そ
れ
ぞ
れ
提
出
す
る
も
の
と
す
る
䣎 

 
 

２ 

第
一
項
に
定
め
る
書
類
の
う
ち
各
証
明
書
䣍
第
二
項
䣍
第
四
項
及
び
第
十
三
項
か
ら
第
十
五
項
ま

で
に
定
め
る
書
類
は
䣍
入
札
参
加
資
格
の
審
査
に
係
る
申
請
を
行
う
日
の
三
か
月
前
の
日
以
降
に
発

行
さ
れ
た
も
の
を
添
付
す
る
こ
と
䣎 

 
 

３ 

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
登
録
業
者
が
土
木
関
係
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
を
䣍
地
質
調
査
業
者

登
録
業
者
が
地
質
調
査
業
務
を
䣍
補
償
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
登
録
業
者
が
補
償
関
係
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

業
務
を
そ
れ
ぞ
れ
希
望
す
る
場
合
は
䣍
各
登
録
規
程
に
よ
る
現
況
報
告
書
の
副
本
の
写
し
の
提
出
が

あ
れ
ば
䣍
第
三
項
及
び
第
四
項
に
定
め
る
書
類
に
つ
い
て
は
提
出
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
䣎
た

だ
し
䣍
提
出
す
る
現
況
報
告
書
の
副
本
の
写
し
は
䣍
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
し
䣍
そ
の
確
認
印
を
受

け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
と
し
䣍
ま
た
䣍
希
望
業
務
が
各
登
録
規
程
に
定
め
る
登
録
部
門
の
範
囲
内
で

あ
る
場
合
に
限
る
䣎 

 
 

４ 

入
札
参
加
資
格
の
審
査
に
係
る
申
請
を
行
う
日
ま
で
に
直
前
一
年
の
事
業
年
度
の
財
務
諸
表
の
調

製
が
完
了
し
な
い
場
合
は
䣍
第
三
項
に
か
か
わ
ら
ず
䣍
直
前
一
年
の
事
業
年
度
の
前
年
度
の
財
務
諸

表
と
す
る
䣎 

 
 

５ 

第
十
二
項
の
障
害
者
雇
用
状
況
報
告
書
と
は
䣍
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令

䥹
昭
和
三
十
五
年
政
令
第
二
百
九
十
二
号
䥺
第
九
条
に
規
定
す
る
障
害
者
雇
用
率
を
達
成
し
た
者
が
䣍

障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
䥹
昭
和
五
十
一
年
労
働
省
令
第
三
十
八
号
䥺
第

八
条
の
規
定
に
よ
り
公
共
職
業
安
定
所
の
長
へ
報
告
し
た
障
害
者
雇
用
状
況
報
告
書
䥹
事
業
主
控
䥺

を
い
い
䣍
障
害
者
雇
用
義
務
の
あ
る
者
と
は
䣍
県
内
業
者
の
う
ち
䣍
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関



す
る
法
律
䥹
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
二
十
三
号
䥺
第
四
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
䣍
同
法
第

二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
障
害
者
䥹
以
下
䣓
障
害
者
䣔
と
い
う
䣎
䥺
を
雇
用
す
る
義
務
の
あ
る
者
を

い
う
䣎 

 
 
 
 

ま
た
䣍
障
害
者
の
雇
用
状
況
を
確
認
で
き
る
書
類
と
は
䣍
障
害
者
を
一
名
以
上
直
接
的
か
つ
恒
常

的
に
雇
用
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
書
類
を
い
い
䣍
障
害
者
雇
用
義
務
の
な
い
者
と
は
䣍
県
内

業
者
の
う
ち
䣍
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
基
づ
く
障
害
者
の
雇
用
義
務
が

な
い
者
で
䣍
障
害
者
を
一
名
以
上
直
接
的
か
つ
恒
常
的
に
雇
用
し
て
い
る
者
を
い
う
䣎 

 



様式第１号

　次の理由により、社会保険・厚生年金保険・雇用保険の届出義務のないことを申出します。

（社会保険及び厚生年金保険）

□従業員５人未満の個人事業所であるため。

□従業員５人以上であっても、強制適用事業所となる業種でない個人事業所であるため。

□その他の理由

（「その他の理由」を選択した場合）

令和　　年　　月　　日、関係機関（　　　　　年金事務所　　　　課）に問い合わせを

行い、判断しました。

（雇用保険）

□役員のみの法人であるため。

□その他の理由

（「その他の理由」を選択した場合）

令和　　年　　月　　日、関係機関（ハローワーク　　　　　　　　課）に問い合わせを

行い、判断しました。

令和　　年　　月　　日

広島県知事　様

所在地

商号又は名称

代表者氏名

申　　出　　書



様式第２号

／ 頁

Ｃ　Ｐ　Ｄ　内　訳　書
1 　記入例に倣い、正しく記入してください。

2 　県内の営業所（本店又は営業所）に所属する技術者について、営業所ごとに記入してください。

3 　評価の対象となる学習単位数、認定時間数の合計は999までです。合計が1000以上の場合は999として記入してください。

4 　同一の技術者が、建設系ＣＰＤ協議会に加盟する複数の団体のＣＰＤ学習単位を有している場合は、いずれか１つの団体のＣＰＤ学習単位を

記入してください。

5 　記入が２ページ以降に及ぶ場合は、最後のページに合計を記入してください。

※受付番号

建設系ＣＰＤ

学習単位数証明団体名

測量系ＣＰＤ

学習単位数

建築ＣＰＤ

認定時間数
氏　　　名営業所名

合　　計


